
 

0 
 

 

 

 

 

 

 

 

RESAS（地域経済分析システム）を活用した分析 

岐阜県瑞浪市 

 

 

２０１５年８月 
 
 
 
 



 

1 
 

 

１.産業編 
・ 全産業花火図を大分類で表示し、「域外から資金を獲得している産業」、「付加価値を多く生み出している産業」、「雇用を支えている産業」という３つの視点で地域経済

を把握すると、製造業（下図赤丸）が各部門で１位になっていることが確認できる（図表 1－1、1－2、1－3）。 
・ また、製造業は 2011 年から 2013 年にかけて売上高も伸びており、納税という形で地域経済に大きく貢献している産業といえる。（図表 1－4） 
図表 1－1 産業大分類別 取引流入額（企業単位、2012 年）            図表 1－2 産業大分類別 付加価値額（企業単位、2012 年） 

 

図表1－3産業大分類別 従業者数（事業所単位、2012年）            図 表1－4製造業売上高推移

（企業単位、2009 年～2013 年） 

 
* 表題に記載されている「事業所単位」とは事業所単位で集計されている統計を示し、「企業単位」とは企業単位（本社ベース）で集計されている統計を示しているため、
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域内の事業所や工場などのデータは反映されていない点に留意する必要がある。 
・ ここで製造業について詳しく分析するために、全産業花火図を中分類で表示すると、陶磁器産業で有名な瑞浪市の場合は、製造業のうち窯業・土石製品製造業、陶磁器

卸売業が分類されるその他の卸売業が経済活動を通じて域内に付加価値をもたらしていることがわかる。 
・ 域外収支カラー（*）で花火図を表示すると、これらの産業は域外からの資金獲得の面でも貢献しており、財源が限られている中でこれらの産業を支援することが地域

経済活性化の大きな柱となる。 
図表 1-5 産業中分類別 付加価値額（企業単位、2012 年） 

 
* ある産業に属する企業群について、地域外に販売した金額から、地域外から仕入れを行った金額を引いて、０以上の産業（地域外から資金を稼いでいる産業）を
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赤、０未満の産業（地域外に資金が流出している産業）を青で表示している。なお、値の計算できない産業はグレーで表示している。 
・ 製造業の産業の集積度合を把握するために、全産業花火図の棒グラフを表示し、従業者数と付加価値額の２つの視点から見ると、従業者数については、窯業・

土石製品製造業の構成比が特筆して高く、特化係数（＊）も最も高い（図表 1－6,1-8）。また、付加価値額については、窯業・土石製品製造業が構成比及び特化係

数ともに最も高いことが確認できる（図表 1－7,1-9）。 
図表 1－6 産業大分類別 従業者数構成比（事業所単位、2012 年）       図表 1－7 産業大分類別 付加価値額構成比（企業単位、2012 年） 

 
図表 1－8 製造業産業中分類別 従業者数構成比（事業所単位、2012 年）    図表 1－9 製造業産業中分類別 付加価値額構成比（企業単位、2012 年） 

 
 
 
 
 
 

従業者数 ①瑞浪市 

構成比 

②全国 

構成比 

特化係数 

（=①／②） 

窯業・土石製品製造業 51.3% 3.2% 16.03 

家具・装備品製造業 4.7% 1.6% 2.94 

付加価値 ①瑞浪市 

構成比 

②全国 

構成比 

特化係数 

（=①／②） 

窯業・土石製品製造業 56.1 3.1 18.10 

家具・装備品製造業 6.5 1.1 5.91 
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＊ 特化係数:自地域の構成比率を全国の構成比で除した値。この値が１以上であれば、自地域に当該産業が集積していることを示す。 
・ 瑞浪市の窯業・土石製品製造業の課題を把握するために、自治体比較マップを活用し、当該産業の労働生産性（付加価値額／従業者数）を岐阜県全体及び全

国の数値と比較すると、窯業・土石製品製造業は低い労働生産性を示していることがわかる。このことは、付加価値を高める支援策を必要としていることがわ

かる。 
 
図表 1－10 窯業・土石製品製造業労働生産性（企業単位、2012 年） 
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・ 窯業・土石製品製造業について詳細を把握するために、「岐阜県の地域経済分析」（経済産業省作成）を表示して産業省分類のレベルで 1990 年から 2012 年に

かけての推移を確認すると、「陶磁器・同関連製品製造業」は 1990 年から 2012 年にかけて特化係数（14.2→7.9）が下降しており、労働生産性も下降（1.0→0.7）
している。 

・ 1990 年と 2012 年を比較して、研磨材・同製品製造業の特化係数の伸びが大きい。また、建設用粘土製品製造業（陶磁器製を除く)の相対的労働生産性の伸び

が大きい。 
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・ 産業全体で従業者数は減少。内容は業種によって異なり、研磨材・同製品製造業では増加する一方、陶磁器・同関連製品製造業では減少している。  
・ 平均賃金の推移は業種によって異なり、研磨材・同製品製造業では増加する一方、骨材・石工品等製造業では減少している。 
図表 1－11 窯業・土石製品製造業 特化係数・労働生産性・平均賃金の推移（企業単位、2012 年）
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＊ 経済圏：①人口集中地区の人口が１万人以上、②周辺市町村から中心市町村への通勤率（通勤者数／就業者数）が１０%以上の県域であり、市町村を超えて形成される

通勤圏を表す。 
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・ 自治体比較マップを使って創業比率を見てみると、２００９年～２０１２年の創業比率は全国的に落ち込んでいるのがわかる。なお、瑞浪市の創業比率は

１．０７%で県内でも低いことがわかる。 

 

 2001～2004 2004～2006 2006～2009 2009～2012 
瑞浪市 ３．２３% ３．８９% ２．３１% １．０７% 
岐阜県 ３．５１% ４．５０% ２．３７% １．４７% 
全国 ４．２３% ５．８２% ２．８７% １．８４% 



 

10 
 

 

 


